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SI 企業から見たビックデータ分析 
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図 1 データ分析に関わる人材タイプ 

















図 2 ビッグデータの特徴 

























Database Management System）や SQL というようなツールがあって、これらが広くに使わ
れて来たわけです。また、データウエアハウスや、ビジネスインテリジェンスのような、
よりメタなビジネス分析を目指したシステムも少数ですが存在はしました。 
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図 3 従来の SI の対象 
 
4. IT の黒船 
 
IT の黒船といっていいと思いますが、2000 年ぐらいから Google が検索エンジンの分野
で存在感を示してきました。その時に Google が使っていた技術がビッグデータにとって今






こうした考え方がヒットして、アメリカの Yahoo! や Facebook など、皆さんが日常的に
使われているサービスも、この技術を使って伸びてきて、日本に輸入されて来ました。ビッ
グデータシステムの裏でこうした分散処理技術が使われているわけです。 
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典型的な事例としては 4 テラバイトの文章データを PDF ファイルに変換するのに、一台
のサーバで処理しようとすると 3 ヶ月ぐらいかかると試算されたものを Hadoop で 100 台
くらいのサーバを並べて変換したところ、 1 日で終わったというニュースがありました。
そのほかにも、従来は 1 ヶ月ぐらいかかっていたバッチ処理も、同様に Hadoop を使って
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データに対してそれぞれ判断するという仕組みが CEP です。 
CEP が興味深いのは、「Complex」の名の通り、複雑な条件を組み合わせることができる
































以上の処理が CEP ですと簡単に書けます。今まで RDBS で広く使われている SQL とい





































図 7 橋梁モニタリングシステム 
                                                          
2 http://www.nttdata.com/jp/ja/news/release/2011/071400.html 






























図 8 今後の課題 
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ないので、どんどん取引をやってしまうというような危険性があったりします。したがっ
て、こういった仕組みを作るときには、リスクに対する歯止めの策のようなものを考えて
いかないといけないなと思っています。 
このように、技術的には新しいことができるようになってきてはいますが、どうしても
技術先行型になっており、処理できるようになったからとりあえずやってみよう、という
感じで進めるところが多いのが現状です。しかし、どういう目的でシステムを導入するか、
どういう運用上のリスクがあってそれを回避するかということきちんと考えていくという、
人の力が重要であると感じています。 
 
  
